
あしたね無料プリント

国語「古文」　第4章．連体形接続の助動詞①

1 なり 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　 (3)　ないものである ＜古文＞ この国になきものなり
＜現代文＞ この国にないものである

【主な意味と用法】　

　　　・   断定 いとよきことなり
 「～である」 （たいへんいいことである）

　　　・   存在 五条なる家たづねておはしたり
 「～にある」 （五条にある家を探してお出かけになった）

2 たり 【解答】　 (4)、 (5)は左の活用表を参照。

　 (6)　安芸守であった ＜古文＞ 清盛公いまだ安芸守たりし時
＜現代文＞ 清盛公がまだ安芸守であったとき

【主な意味と用法】　

　　　・   断定 豈人臣の礼たらんや
 「～である」 （どうして家臣の礼であろうか）

【 アプリ版のご紹介 】 中高生の古文 【 他アプリからオマケの一題 】

　中高生の漢文

　次の白文の、下線部の読み方は？　人未還
　(A) かへるべし　(B) かへるなり　(C) かへらず　(D) かへらんや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

　古文の単語・文法アプリの決定版！単語編では、最頻出の272単語を、
　「朝廷・貴族」「尊敬語」などの記憶に残りやすいカテゴリに分けて出題。
　文法編では、用言と助動詞の活用・接続・意味を徹底学習します。
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